
日月会 （仮称）代表者のフォロ 第 7 回 議事録  

     執行部会と合同会議 

日時 

2010.11.20(Sat.) 
時間 

17：00-19:30
場所 

  武蔵野美術大学吉祥寺校４号館 

記録 

内海 聡

出席者（敬称略）代表者のフォロメンバー 

（順不同）フォロメンバー：松家、寺澤、寺田、吉村、酒向、寺阪、内海  

執行部メンバー：更田 

陪席：なし 

配布資料 

 

 

議事録 備考 

１． 新規メンバー紹介と今後のメンバー増員について 

1. 宮下ゼミ・・ゼミ発足１年目の方から検討 

2. 源ゼミ  ・・加藤さん、向田さんを候補に検討 

3. 立花ゼミ・・大西さんを候補に検討 

 

 

宮下ゼミ：33期の松山浩

之さんに打診。 

立花ゼミ：元助手の

大西さんに打診 

 

２． さる 10 月 30 日開催の「ホーム・カミング・デイ」における「日月会シンポジウム

（日月進歩）」について 

１） 報告 

   ・台風という悪条件の中、22～23 名が参加した。 

・内容が非常に充実しており、参加者から好評であった。 

・50 周年の「断面展」に向けて、その方向性の模索の場となった。

２）問題点 

   ・台風により芸術祭が 15：00 で終了する中、「日月進歩」の開催を

知らず引き返してしまった人がいた。→緊急連絡網の整備を検討

・芸術祭の正式なイベントではないため、ポスターによる告知や 

 開催場所の確保が難しかった。場所については、研究室の規模で

ちょうどよかったという意見もあり。 

    →松家さんより：校友会主催のイベントとして芸術際に参加する

と、事前の告知活動などが可能になる。（日月会シンポジウムが

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年は校友会のイベント

の一つとして参加できる

よう、校友会に働きかけ

る。 

また、校友会の会場も懇

親会の会場として使用可

能となる。 



芸祭のプログラムに掲載されたり、ポスターの掲示が可能とな

るなど） 

・ 学生の参加が少ない。芸祭期間中の開催の場合には限界がある

のか？ 

 

３）次回のシンポジウム、さらに「建築学科 50 周年」に向けての 

展望について 

・継続性の中から見出せるものに期待して、暫く、司会は小倉さ

んにお願いしたい。 

・「パネラー」については人選の方向性や切り口を模索したい。 

   Ex.海外で活動している、地方で活動している方々 

→21 期の七田（しちだ）さん・・栃木で自給自足の生活にチャ

レンジしている（TV でも紹介されている）。 

→岩切さん・・海外の設計コンペで活躍している。 

など 

・プレ・フォロメンバーにも、随時パネラー候補者や推薦者がい

ればお知らせいただきたい。→更田 

・ シンポジウムについても、DVD およびテキストによる記録するよ

う、執行部で検討中 

 

 

３．５期ごとの連絡担当者（代表者のフォロのメンバー）が各期の幹事へ名簿整備

を呼びかけて、新たな各期の名簿を収集（第 1 回目の締め切り：2010.09.21）して

きたことについて 

 

１）名簿収集報告（会長報告：学部卒名簿 2010.11.1 現在） 

 収集できた期：2,4,16,17,18,20,21,23,24,25,26,27,28, 

                31,32,33,34,36,40 以上 19 期 

 ただし、上記のうち校友会への情報アップならびに日月会メール

マガジンへの可否の確認ができていない期が 2,4,17 期 

 

 

21-25 期連絡担当の 

酒向さんより、２３

期の名簿について

も、校友会・日月会

メールマガジンへの

アップが「可」であ

る旨の報告有り。 

 



２）日月会メールマガジン登録者数報告 

（執行部事務局報告：2010.11.11 現在） 

メールマガジン初期登録（99：下記に含まず）、1～5 期（0）、6～10

期（0）、11～15 期（0）、16～20 期（61）、21～25 期（99）、26～30

期（109）、31～35 期（81）、36～40 期（45）、ムサビ学生（16）、

その他一般（61）、その他、学生（26）、合計 597 

 

今回の名簿整備により、初期登録より約 500 人程度増加した。 

来年の「ホームカミングデイ」に向けて整備の進んでいない期の関

係者（期ごとの幹事さんやフォロの担当者）に、引続きご尽力いた

だきたい。 

 

 

 

４．本会の名称の「代表者」に替わる名称について 

日月会において最初のフォロ（広場・フォーラム）であり、会の運

営についての基本的な事項を協議する場として、単純で分かりやす

い名称にしたい。 

 

 →プレ・フォロに決定 

 

「プレ」か「プリ」

どちらが適当なの

か、副会長の林美樹

さん（イタリア語を

解する方）にうかが

い、「プレ」に決定。

 

５．（仮）代表者のフォロの活動記録（報告）について 

１）執行部から（仮）代表者のフォロの活動を日月会のブログへア

ップしてほしいとの要望有り・・他の手段も含め、記録・報告

（会員向け）についての協議が求められた。 

  

・代表者のフォロの活動については、議事録をアップしており、新たな手間を

かけるのは疑問である。 

・ ブログのコンテンツを充実化したいという要望は理解できるが、活動の性

質上、報告はブログより議事録の方が適しているのではないか。 

・ 日月会のブログは、個人のものとは違うので、会の活動に関わ

る主な内容のみが掲載されるべき。ブログ自体の活性化を 

 



 

 

６．その他、執行部に求めること 

 

・シンポジウムやセミナー時において、イベント中、およびイベント後に「人と人

を繋いでいく」ようなフォローを検討してほしい。 

 たとえば、参加者に記帳してもらい、その場で名簿を配る、または閲覧できる

などのフォロー。 

・ メールマガジンは、頻度によってはスパムのように受け取られてしまう可能

性があるので、毎号の頭に配信頻度を「月 1 回」などと示す方がよいので

は。 

・ メールマガジンの記事には、必ず、日月会の HP の関連ページへリンクでき

るようにしてほしい。たとえば、セミナーのお知らせをクリックすると、セミナ

ーのフライヤーが見れるとか・・ 

 

 

 

  無理に図る必要もないのでは？ 

・ 他のフォロなど、日月会の活動内容を充実していくことのほう

が優先されるべき。他のフォロなどの活動が活発になれば、自

然にブログも活性されるはず。 

・ ブログの担当者を決めることは、後々担当者の義務になる可能

性があり、適当ではない。 

・ 議事録のまとめ役が、何人かの人へ持ち回りで議事録を書いて

もらうようなことで、これまで通り記録を残すこととする。 

・ 執行部のブログ担当者の意図もお聞きする必要があるので、次

回合同会議の際に協議したい。 

 

 

 

 

 

 

議事録のまとめ役

は、当面３４期の内

海さんと寺阪さんに

お願いする。 


